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堀之内ミニパーク水中浄教寺一茶ゆかりの里  一茶館

高山村の一茶句碑
１ 梅が香よ湯の香よさては三日の月 山田温泉牛久保神社 明治 27 1894 湯本乳山 書

２ 今年米親といふ字をおがみけり 天神原 大正 10 1921 藤澤笠山 書

３ 秋風や磁石にあてる故郷山 高山中学校 昭和 53 1978 田中政義 書

４ 春風に猿もおや子の湯治かな 山田温泉大湯前 平成２ 1990 清水　哲 書 

５ 苦の娑婆やさくらが咲ばさいた迚 一茶ゆかりの里 平成８ 1996 真蹟拡大 

６ にはの蝶子が這へばとびはへばとぶ 一茶ゆかりの里 平成８ 1996 真蹟拡大 

７ 義仲寺へ急候はつ時雨 一茶ゆかりの里 平成８ 1996 真蹟拡大 

８ 墨染の蝶がとぶ也秋の風 一茶ゆかりの里 平成８ 1996 真蹟拡大 

9 さをしかやえひしてなめるけさの霜 一茶ゆかりの里 平成８ 1996 真蹟拡大 

10 高井のや只一本の花の雲 一茶ゆかりの里 平成 13 2001 黒岩静男 書

11 身の上の鐘としりつゝ夕涼 水中浄教寺 平成 26 2014 久保田勝士 書

12 酒尽きて真の座につく月見哉 堀之内ミニパーク 平成 26 2014 真蹟拡大

13 出る月よことに男松の勇み声 一茶ゆかりの里駐車場 平成 26 2014 真蹟拡大

一茶生誕 250 年を記念して、村内に３基の一茶の句碑が完成しました。これで村内の一茶の句碑は
13 基となりました。一茶館では一茶の誕生日の６月 15 日にこれらの句碑を巡る「一茶の足跡ウォー
キング」を計画しています。
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収録句数

22,057句
一茶の俳句データベースが
　　　　リニューアルしました

　一茶の俳句データベースは、2011 年 11 月 19 日（旧暦一茶命日）にインターネットで公開し、多く
の皆さんに利用していただいています。一茶館ではこのデータベースの補訂作業を行ってきましたが、
2014 年１月５日（新暦一茶命日）に修正版V1.3 を公開しました。

　一茶の俳句データベースは、小林一茶が生涯に作成した俳句を句文、かなよみ、季題（季語）、出典、作っ
た年を対象にしてキーワードで検索することができます。たとえば「天の川」という語句をふくんだ俳
句を探すには、検索対象で発句を指定し天の川をキーワードに入
力します。検索対象で読みを指定し、あまのがわと入力しても検
索できます。

　一茶の俳句データベースは、検索サイトで ” 一茶の俳句データ
ベース ”と入力して探していただくか、一茶館のサイト（http://
kobayashi-issa.jp/）のリンクから利用して下さい。

一茶館では、全国の俳句結社の俳誌、機関誌を収集、保存、公開しています。
現在全国から 55 誌を寄贈していただいています。

一茶ゆかりの里一茶館　定期寄贈俳誌一覧

平成 26 年４月現在
1 麻苧 あさを 群馬県 28 桑海 そうかい 群馬県
2 あした あした 埼玉県 29 草林 そうりん 群馬県
3 石の聲 いしのこえ 京都府 30 橘 たちばな 埼玉県
4 繪硝子 えがらす 神奈川県 31 つちくれ つちくれ 岐阜県
5 愛媛若葉 えひめわかば 愛媛県 32 天籟通信 てんらんつうしん 福岡県
6 貝の会 かいのかい 兵庫県 33 道標 どうひょう 神奈川県
7 かたばみ かたばみ 埼玉県 34 夏爐 なつろ 長野県
8 きたごち きたごち 宮城県 35 菜の花 なのはな 三重県
9 絹 きぬ 群馬県 36 白炎 はくえん 長野県
10 くさくき くさくき 埼玉県 37 白馬 はくば 埼玉県
11 句友 くゆう 埼玉県 38 芭蕉伊賀 ばしょういが 三重県
12 黒姫 くろひめ 長野県 39 裸子 はだかご 山梨県
13 夏至 げし 北海道 40 茨の実 ばらのみ 東京都
14 欅 けやき 長野県 41 飛行雲 ひこうぐも 茨城県
15 耕 こう 愛知県 42 日矢 ひや 神奈川県
16 紺 こん 栃木県 43 ぶどうの木 ぶどうのき 奈良県
17 彩 さい 静岡県 44 方円 ほうえん 神奈川県
18 さいかち さいかち 東京都 45 松毬 まつかさ 長野県
19 坂 さか 群馬県 46 三重俳句 みえはいく 三重県
20 自然 じねん 愛知県 47 未完現実 みかんげんじつ 大阪府
21 朱夏 しゅか 神奈川県 48 みすゞ みすず 長野県
22 少年 しょうねん 埼玉県 49 深雪 みゆき 三重県
23 獅林 しりん 大阪府 50 紫 むらさき 埼玉県
24 深海 しんかい 愛知県 51 遊牧 ゆうぼく 千葉県
25 水鳥 すいちょう 富山県 52 ゆめ ゆめ 長野県
26 青山 せいざん 神奈川県 53 りんどう りんどう 長野県
27 先鋒 せんぽう 愛知県 54 若竹 わかたけ 愛知県

55 年輪 ねんりん 三重県
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第３回 俳画コンクール
選考結果

大人の部

子どもの部

大　賞

伊藤 庚申子 様（長野市）

平野 辰美 様（愛知県）

土肥 徳子 様（京都府）

木内 乃愛 様（緑が丘小）

皆川 陽貴 様（緑が丘小）

荒川 和馬 様（高山小）

特　 選

特　 選

夏目 まき子 様（長野市）

山田　 正 様（長野市）久保田 駿 様（神奈川県）横山 和利 様（長野市）

剣 芙美子 様（新潟県）

小松 信子 様（長野市）

久保田 孝子 様（高山村）

渡部 真千 様（緑が丘小）

小林 桃子 様（緑が丘小）

田村 洋子 様（群馬県）

高橋 夏鈴 様（森上小）

宮澤 晃未 様（緑が丘小）

水田 遼太郎 様（緑が丘小）

工藤 美有紀 様（緑が丘小）

原　 富男 様（高山村）

岡田　 暦 様（緑が丘小）

宮下 大輝 様（緑が丘小）

桑原 徳之 様（森上小）

窪田 琉来 様（緑が丘小）

佳　作

けふからは日本の雁ぞ楽に寝よ

草の葉にかくれんぼする蛙哉

子どもらが狐のまねも芸哉

門前や子どもの作る雪げ川これがまあついのすみかか雪五尺門の月ことに男松のいさみ声

めでたさも中位なりおらが春

僧となる子の美しやけしの花

われときて遊べや親のない雀

雀の子そこのけそこのけお馬が通る

春風に猿も親子の湯治哉

痩蛙まけるな一茶是れにあり

ねこのこがちょいとおさえるおちばかな

初雪を着て戻りけり秘蔵猫

ふとんから首ばか出して雪見かな

草もちにいつか来ておる小ちょうかな

酒尽てしんの坐につく月見哉

蝶一つ舞台せましと狂ふ哉

猫の子のちょっと押える木の葉かな

春風に猿も親子の湯治哉

犬の子やかくれんぼする門の松

涼風の曲がりくねって来たりけり

名月を取ってくれろと泣く子かな

木曽山へ流れ込みけり天の川

元日や上々吉の浅黄空

永井 淳夫 様（上田市） 栗原 ヒサエ 様（小布施町）西窪 　泉 様（群馬県） 福田 雄幸 様（長野市）黒岩 周子 様（高山村） 大澤 美登里 様（長野市）

佳
　
作

雪とけて村いっぱいの子どもかな 一番の不二見どころや葡萄棚古郷の留守居も一人月見かな ちるひとつ咲のも一つ帰り花針事や縁の小春を追歩き 梟よつらくせ直せ春の雨

応募数 39 作品

応募数 208 作品

藤田 小綺 様（緑が丘小）

土屋 道寛 様（緑が丘小）

西澤 紀穂 様（緑が丘小）

宮原 由紀 様（緑が丘小）

斉藤 瑠菜 様（緑が丘小）

中曾根 愛実 様（緑が丘小）

細野 彩里 様（緑が丘小） 西澤 笑花 様（緑が丘小）

荒川 拓馬 様（高山小） 志村 紅千代 様（たかやま保）

入　選

入　選

散るすすき寒くなるのが目に見ゆる

春風に猿も親子の湯治哉

むまそうな雪がふうはりふうはりと

うつくしやあら美しや毒きのこ

寝た犬にふわとかぶさる一葉かな

正月や村の小すみの梅の花

名月をとってくれよと泣く子かな 雀の子そこのけそこのけ御馬が通る

栗拾ひねんねんころり云ながら 居並んで達磨も雛の仲間哉

順不同、敬称略
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平
成
二
十
五
年
度

選
者
　
高
山
俳
壇  

松
本  

孝
夫
　
先
生

選
者
　
勝
山
　
久
峰
　
先
生

選
者
　
片
桐
　
嘉
弘
　
先
生

選
者
　
水
上
　
孤
城
　
先
生

選
者
　
水
上
　
孤
城
　
先
生

今
日
ひ
と
日
一
茶
と
花
に
暮
れ
に
け
り

雪
解
し
て
轍
の
小
川
現
る
る

一
茶
館
庭
の
片
隅
い
か
り
草

あ
と
二
段
母
の
手
を
と
り
初
詣

夕
や
み
を
焦
が
し
て
猛
る
ど
ん
ど
の
火

虎
落
笛
園
児
の
声
に
か
き
消
さ
る

向
き
合
ふ
て
血
圧
談
義
堀
炬
燵

ソ
チ
五
輪
送
っ
て
あ
げ
た
し
雪
寒
波

春
の
旅
バ
ス
よ
り
お
が
む
父
母
の
墓

畦
道
を
行
き
つ
戻
り
つ
冬
う
ら
ら

木
の
精
を
雨
呼
び
さ
ま
す
五
月
来
る

遊
ぶ
児
の
声
つ
つ
ぬ
け
に
刈
田
原

ど
ん
ぐ
り
と
語
り
あ
ひ
つ
つ
独
楽
つ
く
る

裏
山
の
風
を
持
ち
込
む
柏
餅

風
り
ん
の
き
れ
い
な
音
に
う
と
う
と
と

風
の
鳴
る
一
茶
離
れ
家
雲
の
峰

と
び
入
り
の
手
足
も
つ
れ
し
踊
り
の
輪

山
間
の
部
落
美
し
そ
ば
の
花

翡
翠
め
く
粒
ぎ
つ
し
り
と
青
葡
萄

新
藁
の
か
す
か
に
匂
ふ
一
茶
道

犬
引
き
て
犬
に
引
か
れ
て
霜
の
朝

時
鳥
草
活
け
て
茶
室
の
調
へ
り

熊
よ
け
の
鈴
を
鳴
ら
し
て
い
わ
し
雲

十
三
夜
一
茶
偲
ば
る
丸
き
窓

紅
葉
濃
し
猿
も
親
子
の
一
茶
句
碑

十
六
夜
の
月
の
待
た
る
る
奥
信
濃

木
枯
し
の
運
ぶ
喪
中
の
は
が
き
か
な

雑
踏
が
秋
の
小
布
施
と
な
り
に
け
り

稲
扱
き
の
重
し
重
し
と
笑
顔
か
な

小
春
日
や
土
人
形
も
ほ
っ
こ
り
と

コ
ス
モ
ス
や
席
譲
り
合
ふ
足
湯
客

ゆ
う
や
け
に
と
ん
ぼ
ぷ
か
ぷ
か
う
い
て
い
る

菜
園
の
交
換
し
合
ふ
茄
子
胡
瓜

コ
マ
ク
サ
の
名
に
引
か
れ
つ
つ
山
の
径

葛
咲
き
て
波
郷
も
見
し
か
浅
間
山

朝
顔
や
一
茶
の
住
ま
ひ
窓
ひ
と
つ

田
中
本
家
展
示
硝
子
に
秋
の
蝶

新
聞
紙
広
げ
て
媼
茸
売
る

春
蝉
や
雲
ゆ
る
く
脱
ぐ
妙
高
山

風
花
や
亡
者
の
ご
と
き
日
の
翳
り

寺
守
り
の
若
夫
婦
笑
む
柿
す
だ
れ

飯
山
の
箒
売
り
来
る
十
二
月

新
涼
や
一
茶
讃
え
し
子
規
文
書

雪
散
り
し
ご
と
柊
の
花
こ
ぼ
れ

小
さ
き
ら
と
一
茶
の
か
る
た
取
り
あ
へ
り

声
上
げ
て
ゲ
ー
ム
す
る
子
等
木
の
下
闇

紅
葉
を
眞
二
つ
に
し
て
雷
の
滝

一
茶
の
句
吟
ず
石
榴
の
熟
れ
し
庭

二
人
分
煙
り
も
御
馳
走
秋
刀
魚
焼
く

畦
ま
た
ぎ
棚
田
の
稲
架
の
余
り
け
り

富
山
県

群
馬
県

小
川
村

山
ノ
内
町

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

山
ノ
内
町

群
馬
県

愛
知
県

高
山
村

須
坂
市

高
山
村

三
重
県

群
馬
県

千
葉
県

小
布
施
町

須
坂
市

長
野
市

愛
知
県

群
馬
県

山
形
県

高
山
村

長
野
市

須
坂
市

小
布
施
町

群
馬
県

新
潟
県

神
奈
川
県

高
山
村

群
馬
県

群
馬
県

群
馬
県

愛
知
県

愛
知
県

須
坂
市

長
野
市

群
馬
県

須
坂
市

須
坂
市

須
坂
市

須
坂
市

群
馬
県

須
坂
市

東
京
都

山
形
県

高
山
村

長
野
市

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選
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選
天
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選
地
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選
人

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

特
選
天

特
選
地

特
選
人

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

入

選

若
土
　
逸
子

田
村
　
洋
子

西
沢
　
利
通

酒
井
　
久
世

西
窪
　
　
泉

加
藤
　
幹
生

竹
渕
て
る
子

山
口
　
岩
美

滝
沢
　
照
香

関
谷
　
富
子

清
水
　
一
静

平
野
　
辰
美

勝
山
　
栄
泉

一
色
　
正
次

荒
川
　
拓
馬

佐
竹
　
昌
子

竹
渕
て
る
子

近
藤
　
立
子

池
田
　
紫
艶

鈴
木
　
保
江

小
林
ま
こ
と

平
野
　
辰
美

林
　
　
謙
吉

遠
藤
　
良
子

松
本
　
孝
夫

田
中
　
延
子

一
色
　
正
次

池
田
　
紫
艶

加
藤
　
幹
生

相
澤
　
百
蛾

大
玉
　
雅
之

志
村
紅
千
代

田
村
　
洋
子

竹
渕
千
恵
子

加
藤
　
幹
生

荻
野
　
末
雄

杉
浦
　
寛
一

鈴
木
　
保
江

田
中
　
延
子

清
水
　
一
静

石
沢
　
一
渉

鈴
木
　
保
江

三
輪
　
浅
茅

牧
　
富
美
代

滝
沢
　
照
香

唐
澤
　
弘
子

金
澤
ま
こ
と

遠
藤
　
良
子

吉
田
千
恵
子

川
上
　
春
畝

一
茶
ゆ
か
り
の
里 

投
句
箱　

入
選
句

（
一
、二
、三
月
分
）

第
二
期
（
七
、八
、九
月
）
入
選
句

第
三
期
（
十
、十
一
、十
二
月
）
入
選
句

一茶ゆかりの里四季の俳句会開催中！
一茶ゆかりの里四季の俳句会は、３月末、６月末、９月末、12 月末締め切りの年間４回開催し
ています。一茶館に設置してある投句箱の他、インターネットでも受け付けています。投句料は
無料で入選者には粗品を進呈します。

一
茶
生
誕
二
五
〇
年
記
念
俳
句
会


